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しばらく発行が滞ってしまい申し訳ありません！ 

昨年の夏に行ったインデックス調査結果と看護協会
でのWLB研修会に参加しての報告をしたいと思いま
す。 

＜看護職員背景＞ 

制度の認知度は少しずつですが全体的に上がってます。 

介護や子育てのことで悩んでいる方がおられましたら、
一度相談してみるのはどうでしょう？ 
相談窓口は、所属師長さんと総務課の上島さんです。 

20名の増員があって以降、人員は横ばいです。 

県東部の病院はのきなみ募集をしても来ない現状が
あるようです。 

残業時間、サービス残業時間、持ち帰り残業時間は
横ばいです。 

これを減らすために時間管理と業務改善、応援体制
とペアリングの充実が必要です。 

また、しっかり時間管理をしたにもかかわらず多忙な
業務で時間外が発生しそうな場合には師長に報告
し 
時間外の申請をしましょう！ 
 

実際の時間外時間は変わらないの
ですが、定時で終えれると思う群が
増えています。 

なぜ？？７：１になり人数が増えた
から？応援機能がうまくいっている
から？ 
 

当院は確かに忙しいかもしれない
ですが・・・・公的病院なので制度は
整っていますし有給は消化できずと
も年間の休暇数は個人病院から比
べて多いです。少しずつ働きやすく
なるように病院も進化しています。 

自分の働く病院のいいところを探し
てみませんか？ 
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8月と12月に看護協会でのWLBワークショップにて3
年目の発表をしてきました。 

皆さんに沢山の協力をして頂き、とても感謝してい
ます。ありがとうございます！ 
WLBチームは今後も継続していきますので引き続
き宜しくお願い致します。 

発表の際に褒められたこと 

発表の際、講師の塚田先生（三菱FFJリサーチ＆コン

サルティング政策研究事業本部）に以下の点を褒め
られました。 

業務調整シートはとてもい
いと思います。 

自分で時間管理をすること
を定着させることがとても
大切です。 

時間管理がしっかりできる
スタッフはこの用紙を記載
する時間も配分して管理す
るでしょう。 
 

これからのWLBをみんなで考えましょう♪ 

7：1がとれるようになりました。みなさん、患者さんの

ベッドサイドに行っていますか？患者さんに触れ合う
ことは看護のやりがいにつながるのではないでしょう
か？ 
 

７：１をとれるようになり、病院の収入はかなり増えま
した。これは、看護師全員が頑張っている結果だと思
います。 
 

頑張っていることを認め合いましょう！ 
 

看護師がいなければ病院はまわりません。自信を
持ってこんなに頑張っているんだぞ！と声にだしてい
きましょう。 

そして隣で働いているスタッフ同士の頑張りを認めあ
いましょう。 
 

お互い様精神が大切です。 
 

自分が大変な時に手伝ってもらったら、次は相手が大
変な時に手伝ってあげたくなりますよね。 

ありがとう、おたがいさまがスルッと口から出てくるよ
うな、環境の良い職場づくりをしませんか？ 
 

働いていて一番ストレスになるのが人間関係。仕事が
楽でも人間関係が悪いと離職率が上がります。一緒
に働く人と気持ちの良い関係が作れれば、きっと仕事
も楽しくなります。 
 
387名みんなで働きやすい働き続けられるような職場
をつくりましょう！ 
 
まずは、これを読んで一番に目があった仲間に 
『いつもありがとう』と伝えてみては？？ 


